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りゅう

　
菅
総
理
大
臣
の
退
陣
表
明
に
伴
う
自
民
党
総
裁
選
が
行
わ
れ
、
１０
月
４
日
に
は
国
会
で
新
総
理
が
選
出

さ
れ
ま
す
。
新
内
閣
発
足
を
受
け
て
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
１１
月
に
実
施
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
、
医
療
現
場
が
逼
迫
す
る
中
で
、
私
た
ち
野
党
は
、
７
月
か
ら
コ
ロ

ナ
対
策
を
議
論
す
る
た
め
の
臨
時
国
会
召
集
を
憲
法
に
基
づ
い
て
要
求
し
て
き
ま
し
た
が
、
菅
政
権
は
こ

れ
を
拒
否
し
続
け
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
は
、
国
難
と
も
い
え
る
事
態
で
あ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
通
常
国
会
（
６
月
１６
日
閉

会
）
の
会
期
を
大
幅
に
延
長
し
て
、
国
会
は
休
む
こ
と
な
く
コ
ロ
ナ
に
対
応
す
べ
き
で
し
た
。
デ
ル
タ
株

の
流
行
や
東
京
五
輪
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
夏
に
感
染
が
爆
発
的
に
拡
大
す
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
複
数

の
専
門
家
が
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
菅
政
権
は
、
根
拠
な
き
楽
観
論
に
立
ち
、
こ
う
し

た
事
態
に
備
え
た
医
療
体
制
の
整
備
を
怠
り
、
医
療
現
場
が
逼
迫
し
、
入
院
す
る
こ
と
が
出
来
ず
に
自
宅

療
養
中
に
亡
く
な
る
事
例
も
多
数
に
上
り
ま
し
た
。
救
え
る
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
責
任
は
極

め
て
重
い
と
思
い
ま
す
。

　
安
倍
・
菅
政
権
が
９
年
近
く
に
も
及
び
、
総
理
官
邸
と
幹
事
長
な
ど
一
部
に
権
力
が
集
中
す
る
体
制
が

続
く
中
で
、
国
会
が
軽
視
さ
れ
、
国
会
に
提
出
さ
れ
る
資
料
の
改
ざ
ん
、
情
報
の
隠
ぺ
い
、
官
邸
に
対
す

る
一
部
官
僚
の
忖
度
な
ど
、
議
会
制
民
主
主
義
の
根
幹
が
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
事
態
を
招
い
て
い
ま
す
。

自
民
党
一
強
体
制
の
下
で
、
政
治
と
カ
ネ
を
巡
る
問
題
で
、
自
民
党
の
国
会
議
員
が
逮
捕
や
起
訴
さ
れ
る

不
祥
事
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
権
力
は
必
ず
腐
敗
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
時
に
政
権
が
交
代
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
自
民
党
の
表

紙
を
代
え
た
と
し
て
も
、
自
民
党
の
一
強
体
制
を
変
え
な
け
れ
ば
政
治
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

来
る
べ
き
総
選
挙
は
、
今
後
も
自
民
党
一
強
体
制
を
続
け
る
の
か
、
こ
れ
を
終
わ
ら
せ
る
の
か
と
い
う
大

事
な
選
択
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
の
通
常
国
会
か
ら
無
所
属
の
立
場
で
、
野
党
第
一
党
の
立
憲
民
主
党
の
会
派
で
活
動
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
立
憲
民
主
党
に
入
党
し
て
総
選
挙
に
臨
む
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
も
う
一
度
政

権
交
代
を
目
指
し
、
少
な
く
と
も
与
野
党
の
勢
力
が
伯
仲
、
拮
抗
す
る
状
況
を

つ
く
る
こ
と
で
、
政
治
の
緊
張
感
を
取
り
戻
し
、
国
民
に
正
直
で
公
正
な
、
開

か
れ
た
政
治
を
行
う
た
め
に
全
力
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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討議資料

笠ひろふみからのお願いです!!
りゅう

笠友会(後援会)会員募集 各種イベントのご案内、年に6回程度の会報誌の送付等
を行っています。
一口１０００円からご協力を頂ければ幸いです。尚、寄附は控
除の対象となりますので、詳しくは事務局にご相談ください。寄附のお願い

詳細は http://ryu-h.net　TEL.０４４-９００-１８００

ボランティア募集 駅頭でのビラ配り、ポスティング、事務作業等にお力を
お貸しください。

ポスター掲示のお願い ご自宅やご友人のお宅にポスターを貼らせてください。
ご協力いただける方はご一報をお願いします。

笠ひろふみ、総選挙に向けての決意！
りゅう

立憲民主党入りを決断！
　総選挙に向けた野党の候補者擁立が進められる
中、８月下旬より立憲民主党の幹部より「党の公認候
補として一緒に戦って欲しい」という熱心な誘いをい
ただきました。昨年より、立憲民主党会派の一員とし
て国会活動を行ってきましたが、次の総選挙に臨む
にあたっては、与野党逆転が目標ですが、少なくとも
野党が議席を伸ばし、与野党伯仲の状況をつくり出
し、政治の緊張感を取り戻ななければならないという
認識の下、小選挙で勝利するために、野党系無所属
で臨むべきか、立憲民主党の公認候補として臨むの
かについて、非常に悩みました。
　こうした中、菅総理が退陣することになり、今回の
選挙は、９年近い安倍・菅体制の政治を総括した上
で、今後も自民党一強体制を続けていくのか、これを
終わらせるのかという選択をしていただく、「与党」
対「野党連携」の大きな枠組みでの決戦となります。
　当然ながら、野党第一党の立憲民主党の責任と役
割は今まで以上に大きくなります。立憲民主党が中
心となって、もう一度、自民党に対抗できる勢力をつ
くりあげていかなければなりません。立憲民主党の
中には、政府与党の立場で仕事をした議員も多数い
ます。私自身も党に所属して、これまでの経験を活か
しながら、政権を担うべく期待と信頼を寄せていただ
ける勢力となれるように頑張っていきたいという思
いで、今回、入党を決断いたしました。
　

将来への明確なビジョンを
示すことが必要！
　民主党が政権から転落した２０１２年１２月の総選
挙以降、衆議院３回、参議院３回の国政選挙は、全て

自民党の勝利でした。９年近くの安倍・菅政権の自民
党一強体制を続けさせた責任は私たち野党にありま
す。この間、政権への批判、不信が高まっても、マス
コミ各社の世論調査では、“他に期待できる政党がな
い”という理由で、自民党支持や支持政党なし層が多
数に上り、野党に受け皿としての期待が高まらない
状況が続いています。敢えて申し上げますが、立憲
民主党も変わらなければならないと思います。野党
の役割として政府の対応を厳しくチェックしていくこ
とも重要ですが、追及や批判に終始するのではなく、
今まで以上に建設的な提案を行い、政策を立案し、
実現していく姿を示していかなければなりません。
　新型コロナウイルスの感染拡大は、日本が抱える
多くの構造的な課題を浮き彫りにしました。大地震や
集中豪雨などの自然災害に備えた『防災』に加えて、
ウイルスとの闘いに備えた『防疫』も重要な課題とな
ります。医療体制の見直しや国産のワクチンや治療
薬の開発促進に向けた体制づくりは急務です。国と
地方の役割分担の明確化や東京一極集中の見直し
の議論も必要です。経済格差の顕在化、デジタル化
の遅れ、働き方改革、少子化の加速など、難しい問題
に直面しています。コロナと共存する社会、そしてコ
ロナ後の社会をどうしていくのかを構想する力こそ
が政治に求められています。私は、立憲民主党が、こ
うした課題についての明確なビジョンを示すことがで
きる政党になるように行動していきたいと思います。
　２００３年１１月９日に初当選して以来、皆さまのお
かげで６期連続当選を果たし、国会議員として１８年
間活動させていただいております。
　コロナ後の社会を築き、日本の将来を担うのは子
どもたちです。今後とも、『人づくりなくして国づくり
なし』の信念の下、誰もが意欲があれば生涯を通じて
学ぶことができる社会をつくるため、教育政策と子
育て世代への支援を充実させるように全力をあげて
まいります。

立憲民主党入党にあたっての記者会見


